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J.H.ニューマンの教育思想における想像力の検討 
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概要：本稿は、19 世紀イギリスの思想家であり、リベラル・エデュケーションに関する

古典的著作である『大学の理念(The Idea of a University)』(1852)によって知られる J.H.ニ
ューマン(John Henry Newman, 1801-1890)の教育思想における、想像力(imagination)が果た

す役割について考察する。ニューマンの想像力論は、推論を収束させて確信へと導く能

動的で創造的な要素があり、この点は教育論とのつながりでも高く評価されてきた。し

かし一方で、人間の認識の限界を示し、それを超える神秘に開かれるという受動的要素

は十分に着目されず、双方の要素が相互に作用していることは明らかにされてこなかっ

た。そこで本稿では、まず、イギリス・ロマン派詩人の想像力観からの思想的影響を概

観し、次に、『大学の理念』で萌芽的に表れている想像力と教育の関係を考察する。さら

に、この関係が認識論の枠組みでさらに展開していることを見るために、『承認の原理 
(An Essay in Aid of a Grammar of Assent)』（1870）を参照し、想像力の能動的要素と受動的

要素の双方を検討する。 
キーワード：J.H.ニューマン、想像力、イギリス・ロマン派詩人、リベラル・エデュケー 

ション、認識論 
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Abstract: This paper considers the function of imagination in the educational thought of 
John Henry Newman, a well-known nineteenth century British thinker as well as the 
author of ‘Idea of a University’ (1852) which remains one of the leading statements on 
the value of liberal education. Newman’s imagination is often described as the mental 
faculty to focus converging inference upon the assent of certitude. This active element of 
imagination is highly received in the relation to his ideas of liberal education. However, 
little attention has been paid to its passive element which is based on the fact of our 
inability to comprehend the whole and to be open to mystery. In this context, imagination 
reflects a tensive interplay of both active and passive elements. Therefore, this paper firstly 
looks at the intellectual heritage that Newman shares with the English Romantic Poets, 
followed by the consideration of the relationship between education and imagination in 
the ‘Idea of a University’. The second half of the paper develops the argument on the 
active and passive elements of imagination with reference to ‘An Essay in aid of a 
Grammar of Assent’ (1870) in order to illuminate the structure of imagination. 
Keywords: John Henry Newman; imagination; English romantic poets; liberal  
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はじめに 
本稿は、19 世紀イギリスの思想家であり、リベラル・エデュケーションに関する古典

的著作である『大学の理念（The Idea of a University）』（1852）によって知られる J.H.ニュ

ーマン（John Henry Newman, 1801-1890）の教育思想における想像力（imagination）が果

たす役割について考察する。 
想像力の思想史において、ニューマンは常に代表的思想家の一人に数えられてきたわ

けではない。想像力についての概念的研究を行ったウォーノック（2020）においても、

評価されているのは、ヒューム（David Hume）やカント（Immanuel Kant）、ワーズワース

（William Wordsworth）やコウルリッジ（Samuel Taylor Coleridge）であり、有江（2016）
も、J.S.ミル（John Stuart Mill）の宗教論における想像力の役割を論じる中で、限定的に

ニューマンの想像力論に言及しているのみである。しかし、信仰における想像力の役割

に着目した先駆者として、また、近代の狭義の合理性よりも拡大された、参加型の知性

への道を開いたとして、ニューマンの想像力論を評価する研究（Gallagher 2015, 54-55）
も見られる。 
このような背景を踏まえつつ、ニューマンの想像力論を取り上げる意義として、本稿

では以下の 2 点に着目する。第一には、ニューマンが知性と感性を往還する能動的でダ

イナミックな働きとして想像力を捉えている点である。それは、教育領域では主にアー

トや感性の教育との関連で想像力に着目した研究が比較的多く見られる中で 0F

1、感性と

の関連にとどまらない想像力論は注目すべき点であるように思われる。ニューマンは、

宗教に対する懐疑主義や証拠主義が顕著になった 19 世紀イギリスで、信仰（faith, belief）
と理性（reason）1F

2を二項対立としてではなく、認識や教育に不可欠なものとして位置づ

け直すことにより、独自の思想的貢献をしたことが高く評価されている（Dive 2018, 2; 
Kłos 2021, 66-67）。その中で、想像力はまさに、信仰と理性を往還しながら、主体がより

全人格的に対象を理解すると同時に、知ることによって主体自らも変容されるような働

きを担っていくのである。第二は、第一の点と矛盾するように見えるが、ニューマンの

想像力論の受動的要素である。それは、論理的証明や科学的言語が及ばない対象や領域

に対して、想像力は自らの限界を認識しつつも、シンボルや詩的言語を通して限定的、

また暗示的に新たな空間を創出することができる点と関連している。 
これまで、ニューマンの想像力論に関する主な先行研究としては、想像力の用法を分

類し整理した Merrigan（1991, 2009）の他、それを継承した Magill（1992, 2014）が、ニ

ューマン思想全体を解釈する鍵概念として想像力を位置づけ直している。しかし、両研

究とも、想像力の能動性や積極性を評価している一方で、その受動的要素についての言

及は少ない。また、想像力を非常に広義に捉え、ニューマンの思想形成を時系列的に研

究した Dive（2018）の大著も発表されたが、教育との関連や言及は極めて限られている。

国内では、川中（2015）が、Coulson（1981）や Merrigan（1991）の想像力を紹介してい

るが、あくまで『承認の原理を助けるためのエッセイ』（1870）（以下、『承認の原理』と

略する。原文は、An Essay in Aid of a Grammar of Assent）解釈の論点の一つという限定さ

れた文脈であった（川中 2015, 263-267）。 
そこで本稿では、まず、イギリス・ロマン派詩人の想像力の理解からの思想的影響を

概観し、次に 2.において、『大学の理念』で萌芽的に表れている想像力と教育の関係を考

 
1 一例としては、 イーガン（2013）、佐藤・今井（2003）が挙げられる。 
2 ニューマンの理性(reason)の用法は常に一貫しているわけではないが、概ね二つの意味

で用いられている。一つは、単なる悟性認識としての意味、もう一つは、理性を再構築

しようとする問題意識から、高次のより包括的能力としてとらえる用法がある。ニュー

マンの理性概念について説明した研究の一例として Dive( 2018, 4-5)がある。 



J.H.ニューマンの教育思想における想像力の検討 

- 3 - 

察する。しかし、同書では想像力は限定的な形でしか言及されていない。そこで、3.では、

主に『承認の原理』を参照軸に、ニューマンの教育思想に影響を及ぼした想像力の働き

について検討する。その際、Merrigan（1991; 2009）と Magill（2009; 2014）による想像力

の分類を整理し、それらを能動的要素としてまとめた上で、これまでの先行研究で着目

されることの少なかった受動的要素についても検討することによって、ニューマンの想

像力論の全体像の把握を試み、その教育思想への影響を明らかにしたい。 
 
1. イギリス・ロマン派詩人の想像力観からの思想的影響 

近代以降、想像力は、想像上のものが現実のものと対比されるように、知覚や認識の

対極にあるものとして捉えられ、「感性や情動と同様に身体を盲動させ、人間の知覚や判

断を誤らせる」（教育思想史学会 2018, 294）との思潮が支配的であったと言われる。

Gallagherは、哲学や宗教が、想像力を虚構や危険な空想の源であると非難してきたこと、

また、一定の意義が受け入れられた場合においても、想像力は主に受動的であり、印象

のフィルターであるとの評価がなされてきたことを指摘している（Gallagher 2015, 11）。 
想像力論に関する先行研究において、イギリス・ロマン派 2F

3詩人たちの働きは、もっぱ

ら文学的な関心で取り上げられることが多かったといえよう。しかし、想像力の概念史

をまとめたウォーノック（2000）は、イギリス、ロマン派詩人たちの思想、その中でも

ワーズワースとコウルリッジの意義に着目している。それは、「シンボル、見えるもの以

上のものを指し示す宗教の想像力を示したのは、ロマン派の貢献である」（Warnock 1986, 
146）との認識からであった。 
想像力は、イギリス・ロマン派詩人の正に「根本問題」（バウラ 1974, 1）であった。

彼らは、18 世紀に支配的であったロック（John Locke）の認識論に対して、「精神は完全

に受動的であり外部からの印象を単に記録するにすぎないもの」（バウラ 1974, 2）との

仮定を批判し、対象に対して主体的、かつ積極的に関与する能力として想像力を重視し

た。中でもコウルリッジは、相反するかに見える個々の知識を、主体的に統合していく

想像力の働きを重視し、『文学的自叙伝（Biographia Literaria）』において、想像力の働き

を以下のように第一と第二に分けて説明を試みている。 
 

第一の《想像力》は、あらゆる人間の近くの生きた力であり主要な行為者であって、

それは無限の「我在り」における永遠の創造行為を、有限な心のうちで反復するも

のであると私は考えています。第二の想像力は、第一の想像力の反響であり、意識

的な意志と共存しますが、その行為の種類においては第一の想像力と同一であって、

ただ程度とその働きの様式においてのみ異なっているのです。それは溶解させ、拡

散させ、消散させて、再創造します。あるいはこの過程が不可能な場合でも、なお

常に理想化し、統一しようと努めます。すべての客体が（客体としては）本質的に

固定され死んだものであるのに対し、第二の想像力は本質的に生きたものなのです

（コウルリッジ 2013, 259）。 
 
コウルリッジ自身が述べているように、第一と第二の想像力は、創造するという働き

において共通のものである。しかし、第一の想像力の対象は固定されており、主体はす

でにある創造を繰り返すことしかできないのに対し、第二のものは、自ら得た材料から

何かを積極的に創出しようとする点で、より強調点が置かれているようにも見える。こ

 
3 ここでは、バウラ（1974）の区分に倣い、イギリス・ロマン派という語を、1789 年の

ブレイク,W の『無心の歌』をもって始まり、キーツとシェリーの死をもって終わった

イギリスの詩のある一局面に適用される語として用いる（バウラ 1974, 434）。 
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の第二の再創造の働きは、単に解体や消散に向かうのではなく、常に真理を求め、それ

に向かって統合を目指すものでもある。和氣は、この志向性をコウルリッジの「統合の

原理」として論じている（和氣 2020, 150）。 
統合の働きとしての想像力の位置づけや、その思想における良心の働きにおいて 3F

4、ニ

ューマンは鍵概念の多くをコウルリッジと共有しているが、両者の間には、その方法論

において顕著な相違も見られる。Merrigan が示したように、「特にロマン派の伝統に基づ

いて、想像力を「全体（whole）」として、つまり私たちに主張するものとしての対象と

関係する能力として描く」（Merrigan 2009, 1）という点はロマン派詩人たちを継承する一

方で、ニューマンは直観としてよりも、仮説や推論といった、想像力が働く過程により

関心を示し、Magill が指摘するように、「コウルリッジよりも直接的に想像力の認識論に

取り組んだ」（Magill 1992, 460）のであり、それが 3.で後述する知性と感性を往還する能

力として想像力を捉えていったことに繋がると考えられる。 
 
2. 『大学の理念』における想像力 
 『大学の理念』は、アイルランド・カトリック大学開学に向けての支持を集めるため、

カレン大司教（Paul Cullen）に依頼されて 1952 年に行った連続講演が土台となっており、

リベラル・エデュケーションについてのニューマンの見解が述べられている。同書には、

想像力についての直接の言及は多くないものの、後の『承認の原理』で展開される想像

力論の萌芽が見られる。 
 まず、大学教育の目的は、「知性の教育（education of the intellect）」（Idea, 125）にある

と明言されている。学生たちは、可能な限り幅広い学問を学び、互いに切磋琢磨し、「意

見を聞き、助け合」い、教員の指導によって、知識の輪郭や、各分野の基本原則、その

光と影を学ぶ中で、一生続く「精神の習慣（a habit of mind）」を身に着けることができる

という 4F

5。これをニューマンは、「他の教育の場、あるいは教育方法と対比して、大学で

授けられる教育の特別の成果として帰するもの」（Idea, 102）と位置づけている。精神の

習慣とは、実際には、「精神の拡大（enlargement of mind）」を意味し、「単にそれまで知ら

れていなかった多くの考えを受動的に受容することではなく、精神に押し寄せてくるそ

れらの新しい考えに対して、またそれらの考えの間で、精神が精力的に同時に活動する

ことである。それは、獲得した事柄から秩序と意味に還元する形成する力、知識の対象

を主体的に自らのものとする力である」（Idea, 134）という。さらに、「多くの事柄を同時

に一つの統一体としてみる力、それらの事柄を普遍的体系の中でそれぞれしかるべき場

所に位置づける力、それぞれの価値を理解し、相互の依存関係を決定する力」（Idea, 137）
も、精神の真の拡大を示すという。Magill は、これらの箇所を主な根拠として、ニュー

マンのリベラル・エデュケーション論の主要な要素として、動的（dynamic）、全体的

（holistic）、さらに主体的（subjective）という、「知識の三要素」（Magill 1992, 455; 2014, 
74）という特徴を導き出し、これらの特性の神学的方法への適用を「想像力への訴え」

（Magill 1992, 454-456）として論じている。 
 以上のような『大学の理念』における精神の拡大についての叙述からは、知識に対し

て積極的、かつ主体的に働きかけながら、知識内容を相互に関連づけ、意味づけていく

動きと共に、主体の精神そのものが、訓練され、拡大されていくという二つの作用を見

ることができる。それは、個々の知識が相互関連性を見失い断片化していくことと、知

る主体と知られる対象の分離という二つの分裂の克服を目指すという、ニューマンのリ

 
4 Rule(2004)は特に、想像力の働きにおける良心(conscience)の役割についての見解を、

コウルリッジとニューマンの共通点として挙げている。 
5 Idea, pp.101-102 の該当部分を一部要約した。 
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ベラル・エデュケーション論の核心にある問題意識を反映しているといってもよいだろ

う。『大学の理念』で想像力という用語が登場するのは、精神の拡大というダイナミック

な動きを作り出す、個と全体を繋ぐ文脈においてである。 
 

真に啓発された精神は、知識の広範な内容のどの部分を見ても、それが一部分に

過ぎないことを思い出し、また、この想起から生まれる連想を必ず行うようになる。

（中略）それは、全体のイメージをすべての各々の部分に伝え、その全体が想像力

の中で霊のようなものとなり、全体を構成する各部分に浸透し、それらにある明確

な意味を与えるようになる（Idea, 137）。 
 
なお、Merrigan は、イメージと想像力についてのニューマンの論考の中で、視覚的イ

メージの用語が多用されていることによって、ニューマンにとってのイメージは感覚的

な性質を持つと解釈するのは誤りであり、それらの用語は特定の対象に対する鮮明な認

識を表すと論じている（Merrigan 1991, 48）。この指摘は的を得ているとはいえ、視覚的

イメージに関する用語は、教育思想において、特定の対象についての認識を超える重要

な役割を果たしている点も看過してはならないだろう。『大学の理念』の序文には、精神

の習慣を言い換えともみられる、「物事の一貫した見方（to have connected view）」や「見

方（viewness）」の形成という語が見られる。「ニューマンの『観る』という能動的な作用

は、（中略）思惟より総合的な理性で、身体的、心理的、霊的という全人的な特徴を持つ

作用」（川中 2015, 228,239）と示唆されているように、『大学の理念』において散見され

る「見る」に関する洞察は、大学教育の目的としての精神の習慣と不可分の関係を持ち、

後の『承認の原理』で展開される想像力論に大きな影響を与えることになるのである。 
 
3. 『承認の原理』における想像力 
3.1. 想像力の能動的要素 

3.1.1. 総合機能 
1870 年に出版された『承認の原理』は、「人間がどのようにして宗教的信仰について確

信をいだき、真理として承認しうるかについての書」（川中 2015, 244）であり、想像力に

ついて最も集中して論じられている著作である。ニューマンの想像力の機能を分類した

Merrigan は、「ニューマンにとっての想像力とは、総合的な（synthetic）力であると同時

に、「もの」を心に表現し、それによって主体の側に感情的な反応を呼び起こす喚起的な

（evocative）力でもある。」（Merrigan 2009, 11）と分類した 5F

6。前者の総合機能は、推論

の収束時に解釈を助け、対象を意味づけながら対象を創造していく上で、後者の喚起機

能は、認識を深めることに伴い主体の積極的な応答を求める点で、想像力の能動的要素

に着目したといえるだろう。 
すでに、『大学の理念』における想像力の検討の中で、学生の精神の拡大という知的習

慣を生み出す過程において、イメージや視野の広がりといった要素が着目されていたよ

うに、想像力の総合機能を考察するにあたっては、三段論法に代表される厳密な合理性

や論理性を表す「形式的推論（formal inference）」のみならず、認識における経験や感性

 
6 Merrigan は、1991 年には、実現する把握する想像力(Prehending Imagination)、想像力

(Realizing Imagination)という二つに区分しているが(Merrigan 1991, 57-81)、2009 年に

は、それらを発展させる形でこのように概念を再整理している。Magill(2014)は、この

枠組みをほぼ継承する形で、推論の収束時に解釈を助ける解釈機能 (a interpretative 
function)と、承認を容易にする主張機能(an assertive function)とに分類した（Magill 2014, 
73）。 
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を含む「非形式的推論（informal inference）」の果たす役割も積極的に評価されているこ

とに注意が必要である。これらの用語の起源は、1830-40 年代の『オックスフォード大学

の前で 1826 年から 1843 年の間に行われた 15 の説教集』（以下、『大学説教集』と略す

る。原文は、Fifteen Sermons Preached before the University of Oxford between A.D. 1826 and 
1843）の説教 13「潜在的理性と顕在的理性（Implicit and Explicit Reason）」における議論

にさかのぼる。論理的な推論や分析の過程である顕在的理性と共に、それまで推論や思

考の範疇には含まれなかった、暗黙知、身体知や体験知ともいうべきものも潜在的理性

として評価し、理性の中に位置づけようとしたのである。 
潜在的理性の導入は、信仰と理性の関係を新たに定義しなおすことになった。1820 年

代前半に、ニューマンはオックスフォード大学で教育に携わる一方で、郊外の小教区で

の司牧に献身して以来、自分の信仰について論理的説明はできないが、信仰を実践して

いる多くの人々の信仰受容と信仰形成の過程を積極的に評価し、理論づけたいとの思い

を強くしたと言われている（Moleski 2000, 5; Aquino 2004, 48; Ker 1990, 41; GA, 131）。「ニ

ューマンの同時代人の多くが、信仰が合理的に証明できるとしたロックのような主張か、

逆に信仰を単なる非論理的な感情や個人的感覚であると断じたヒュームのような立場の

いずれかに傾いていた」（Arthur & Nicholls 2007, 52）状況にあって、信仰を純粋に論理の

みによって説明することにも、また逆に、信仰を単なる感情や主観性の問題に矮小化す

ることも斥けることで、理性と信仰の二項対立の枠組みを超えようとしたといえる。さ

らに、潜在的理性を組み入れることによって、理性の枠組みを、人々が思考し、推論す

る日常の経験に近いものへと拡げようとした。この顕在的理性が形式的推論へ、潜在的

推論が非公式的推論へと『承認の原理』で発展していったと見ることができる。 
以上の形式的推論と非形式的推論を往還し、理解や判断を深めていく働きを、想像力

の総合機能として理解することができる。ニューマンは、「表面には現れなくとも、実際

に世界に見出すことのできる真理を生き生きと捉える」（GA, 117）という点で想像力を

高く評価している。その特質によって、Magill が指摘するように、「形式的推論を扱うに

しても、非形式的推論を扱うにしても、知識を現実化する（actualize）ために用いられる」

（Magill 2014, 80）といえよう。Merrigan もまた、ニューマンが想像力の語で表現しよう

としているものは、「特定の対象物の生き生きとした実現（realization）」であり、その実

現は、対象物が想像力の中で、いわば事実となるほど強烈なものである」（Merrigan 2009, 
8）という。想像力は各々の知識の相互関連を捉え、個と全体を往還し、主体的に意味を

構築し、創造していくことに関与する。その働きによって、形式的推論と非形式的推論

という拡大された推論の枠組み自体を保持し、支えているともいえるだろう。ニューマ

ンは非公式的推論を遂行するためには、「抽象的なものに閉じこもり、単に概念と概念と

を比較し」（GA, 315）てはならず、「文字を通して働きながら、文字を越える感覚を与え、

文字を越えた結論に到達する」（GA, 316）訓練された想像力の働きの必要性を主張して

いる。 
 

3.1.2. 喚起機能 
想像力の総合機能によって、主体が対象をより総合的に、また現実的に捉えることが

できたとすれば、その先には、獲得した認識に対してどのように応答するかという問い

が提起されることになる。想像力の喚起機能は、総合機能によって深まった理解が、承

認や具体的な行動へと実現していく過程に関わるものである。それは、Rule が、『承認の

原理』で論じられている認識論について、「部外者から当事者になること」（Rule 2004, 147）
と評しているような、主体と対象、知る人と知られるものとの関係を問い直すことでも

ある。知ることへ深く関与していくあり方は、形式的推論のような論理的な推論によっ

てのみでは生成されない。 
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純粋な知性は行動にはつながらず、想像力も行動にはつながらないが、想像力は、

純粋な知性にはない、行動へと進む精神の力を刺激する手段を持っている。しかし、

生きているイメージは、具体的なものを表すように、具体的なものの力を情緒や情

熱に与え、それによって間接的に作用するのである（GA, 89）。 
 
すなわち、喚起機能とは、想像力が間接的に人間の情緒に影響を与えることによって、

行動を促す働きのことであるといえる。『承認の原理』には、喚起機能のいくつかの例が

挙げられている。例えば、知識内容としてはよく知っていても、本当に気づく（realize）
という点には容易に到達し難いものとして、聖書の理解がある。そこで、「福音書に関連

する事実を、それを理解している想像力と同じように生き生きとした信仰にふさわしい

対象として、私たちの精神の前に浮かび上がらせる」ためには瞑想が求められるという

（GA, 79）。このことについて、Avis は、聖書の黙示録の解釈を例にとり、「黙示録とは、

情報をダウンロードすることでも、形而上学を展開することでもなく、実存的な洞察を

人から人へと開示すること」（Avis 1999, 66-67）であると指摘している。さらに、奴隷貿

易についての叙述も、喚起機能の例として解釈されるだろう。「奴隷貿易の悪を認識して

いても、その悪事の認識を有効にするためには、無数のトラクトやスピーチで、人々の

想像力に働きかけなければならない。」（GA, 78）と説明されている。 
形式的推論と非形式的推論を往還しながら理解と推論を深めていく総合機能と比較す

ると、喚起機能は感性の面により重きをおいたものということができる。しかし、この

点において、ニューマンの想像力の位置づけとその議論は曖昧さを含んでいる。「推論に

は説得力がない。心は一般的に、理性によってではなく、想像力によって、直接的な印

象、事実や出来事の証言、歴史、記述によって到達する」（GA92-93）として、情緒や情

熱に働きかけることの重要性が主張される一方で、それが無制限に、また無反省的に行

われてはならないとされている。「『自分の精神の印象が強いから』という理由だけで、

『真実を理解した』と考える権利はない」（GA, 80）のであり、また、「宗教においては、

想像力と感情は常に理性の支配下に置かれるべきである」（GA, 120）と位置づけられて

いる。想像力の喚起機能を論じる際のこうしたアンビバレントな態度は、「想像力とは、

存在しない現実のイメージを、何らかの感情を持って心に抱くことであり、そのような

理解は、理解や行動に向かう傾向と、幻想や行動に向かう傾向の両方の可能性を内包し

ている。」（Tillman 1988, 603）との分析に通じる、想像力の可能性と限界の双方の認識か

ら来るものであることが推察される。 
 
3.2. 想像力の受動的要素 

3.1.では、主に Merrigan と Magill の研究に依拠しながら、『承認の原理』における想像

力の機能を明らかにするよう努めた。それは 2.の『大学の理念』の教育論で表された動

的、全体的、主体的という要素が認識論において展開したと見ることができる。しかし

ながら、これらの能動的要素は、ニューマンが想像力という概念で表そうとしたものの

すべてではないことにも留意する必要がある。逆説的ではあるが、同じ想像力という概

念によって、受動的要素もまた主張されているのである。それは主に、人間の思考や推

論の枠組みを超越する宗教という、『承認の原理』の文脈に大きく依拠した、宗教的な想

像力理解から導かれているともいえる。 
想像力は、形式的推論と非形式的推論の双方の推論の収束に作用し、対象の全体像を

総合的に掴むことを助けるものであった。しかしこの動的な想像力の働きは、同時に、

あまりにも広大、複雑な現実をもわれわれに指し示すことになる。『承認の原理』の中で

ニューマンはこのように叙述している。 
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われわれは、別々の命題をイメージすることはできても、それらを一緒にイメー

ジすることはできない。なぜなら、神秘（mystery）はわれわれの経験をすべて超越

しているからである。われわれの記憶の中には、組み合わせたり、比較したり、対

比したり、統合したりして、不可視の真実のイメージに変換できるような経験はな

いのである（GA, 129-130）。 
 
これは、非常に明確な認識の限界に対する自覚の表明である。そして、Ekeh も指摘す

るように、ニューマンが神秘という語を用いるのは、分析し、推論し、把握し、表現す

るという認識方法が限界に達したことを意味する時である（Ekeh 2015, 76-77）。能動的要

素によって、積極的に対象に働きかけ意味を形成してきた想像力は、ここに来て、「対象

の上に自分を置くのではなく、その足元に自分を置く」（Dive 2018, 3-4）という、受容的

で受動的ともいえる側面を現すのである。『大学の理念』において、単なる知識の注入で

はなく、学生同士、また教員との相互交流によって支えられた精神の拡大とは、一方で

このような知的謙遜さと両立すべきものとして構想されていたことが示唆される。 
3.1.で論じてきた、想像力の能動的要素は、これらの受動的な要素によって、自己の認

識の限界をも提示され、その能動性や主体性の中断を体験することになる。しかし、こ

の中断は、新たな思考と創造を開く契機でもある。認識の限界と主体性の中断は、逆説

的ではあるが、「物事には汲めど尽きせぬ深さがある」（ウォーノック 2020, 324）ことに

対する自覚が促され、「『今、ここ』を越えて物を見る」（ウォーノック 2020, 299）とい

う視座を開くからである。啓示や神秘という、ニューマンが認識論で持ち出す宗教的な

概念は、自己の慣れ親しんだ知覚や認識の限界を知り、学びにおける主体性と、自己の

思考や見解の絶対化を区別させることによって、自己の学びの主体性を再構築していく

契機となりえるのである。 
 論理的推論や概念の限界を超えて働く想像力は、形式的で明示的な推論や証明として

ではなく、暗示的な詩的言語という表現手段を持つことになる。1820 年代にすでに、ニ

ューマンはキリスト教の啓示は、詩的な性質を持っていると主張していたという（Avis 
1999, 63）。ここでいう詩的とは、「物事をつかみ、把握し、理解し、マスターすること、

あるいはそれらよりも優れた存在になること」という論理的、かつ科学的であることと

の対比で語られ、「対象物が自らの上にあり、それらを理解できると空想するのではなく、

自らがそれに囲まれると理解する」（Dive 2018, 4）ことを意味する。ここで、ニューマン

が科学自体を否定していると結論づけるのは、多くの学問分野を提供することを大学の

責任であるとした『大学の理念』の論述からも、またその結実として設立されたアイル

ランド・カトリック大学のカリキュラムに、当時最先端の近代科学が組み込まれたこと

を鑑みても早急であろう。着目したいのは、想像力が、論理性や合理性と共存しながら、

詩的言語という形でオールタナティヴな空間を創出する可能性なのである 6F

7。 
 
おわりに 
  本稿では、『大学の理念』と『承認の原理』に表された想像力の概念に着目すること

によって、『大学の理念』のみでは十全に捉えることの困難であった、ニューマンの教育

思想を支える認識の枠組みを明らかにすることを試みた。 
想像力によって、知ることに対する主体の能動的関与を回復させようとした問題意識

を、コウルリッジを初めとするイギリス・ロマン派詩人から継承したニューマンは、教

育論の主著『大学の理念』において、精神の拡大と言われる動的、全体的、主体的と評

 
7 論理的言語と詩的な言語の共存の可能性を一つの問題意識とした近年の研究として、

渡辺・山名（2019）が挙げられる。 
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されるリベラル・エデュケーションの理念を打ち出した。それは、知識相互の断片化と、

知る主体と知られる対象という二つの分裂を克服するとの問題意識に裏打ちされるもの

であった。事物の相互関連性を認識させ、意味を見出す想像力は、その精神の拡大の中

で、萌芽的ではあるものの核となる動的な働きを担っていた。 
 ニューマンの教育思想は、これまで『大学の理念』の解釈に集中することが非常に多

かった。しかし、本稿で見たように、想像力を手がかりに再読する時、『承認の原理』の

認識論の中に、その教育思想の展開を見ることができることが明らかになった。同書は、

人間の認識の枠組みを、それまで単に主観的要素として捨象されていた領域を「非形式

的推論」という枠組みを通して、認識の枠組みに再定位することによって、理解し、承

認するという過程の全体像を描き出そうと努めたのである。 
 3.1.で概観したように、想像力は、対象を総合的に捉え、主体がその認識に積極的に関

与していく鍵概念として思想展開を遂げてきた。解釈機能と喚起機能から成る想像力の

能動的要素は、Magill（2014）の指摘した、動的、全体的、そして、主体的というニュー

マンの教育論における「知識の三要素」を支える不可欠の働きを担っている。能動的要

素と比較すると、受動的要素として論じた想像力のもう一つの側面は、看過されがちで

あった。とりわけ、3.2.で論じた理解の限界を明らかに指し示す想像力は、『大学の理念』

で高く評価された学びの主体性を維持しつつも、それを批判的に再構築していく空間を

創出するものである。理解や把握が容易でないものの前に知的謙遜さをもってとどまる

意義は、Pramuk が、独善的な原理主義的誘惑を「想像力の深い貧困の症状」（Pramuk 2007, 
80）として指摘したように、今日の複雑化、多元化した社会において、学びの主体性や、

異なる他者との共生を切り拓く上で、再読すべき問題提起があると考えられる。神秘と

いう用語は、ニューマンが深く根ざしていたキリスト教信仰から導かれているが、それ

は、このような感覚が、常に特定の宗教の枠組みにおいてのみ有効であることを意味し

ない。3.2.でも言及した、とらえきれない何かを指し示すことのできる力としての想像力

は、「さらに学ぶべきことが常にあるという感覚」をわれわれにもたらす。この意味にお

いて、「教育の主たる目的は想像力を拡げることにある」（ウォーノック 2020, 5）という

指摘は重要である。 
最後に、ニューマンの想像力論において、推論を収束し、判断や行動を行う過程で、

指導原理として働く良心（conscience）については、想像力との関係で更なる考察が必要

であり、今後の研究課題として取り組んでいきたい。 
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